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主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

利 用 先

2年事業

1年目

2年目

空調機

浴槽

高温の温泉熱を「温水供給」「給気加温」「浴槽の保温」として

段階的に熱交換を行い、さらに排湯熱を回収するヒートポンプシ

ステムにより暖房を行う。

夏季はヒートポンプの冷房排熱を給湯予熱に利用することにより、

エネルギー使用量に加え温泉使用量を削減することが可能である。

単純温泉泉 質

67℃熱利用温度

新規温泉利 用 温 泉

1億8,800万円 (一部補助金あり)総 事 業 費

北海道
釧路市

※ 本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更さ
れている可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果、エネルギーコスト削減効果は、ヒアリング結果を基に算出した推定値(重油使用量削減による効果)です。
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協力依頼

協力

熱供給

資金調達

温 泉 供 給

一般財団法人
前田一歩園財団

実 施 主 体

鶴雅リゾート
株式会社

・補助金
・自己負担

金 融

熱 需 要

あかん遊久の里 鶴雅
(温水供給・暖房)

協 力

・株式会社
オリエントジオサー
ビス

総合的な設計
補助金申請書まとめ
ヒートポンプ設置

・池田暖房工業
株式会社

エネルギー計算
熱交換器設置
館内配管

・株式会社 八幡重機

館外温泉管の設置

2009年

2008年

秋

源泉所有者
との協議にて
新規温泉契約

4月

供用開始

補助金
申請

補助金
検討

検討開始

温泉

水

冷媒

厨房・浴室・洗面所他

（温水供給）


